
「書くこと」と関係づけて 

*

平成２３年度 北海道国語教育連盟 冬の研究交流学習会 

札幌市立百合が原小学校 鈴木 浩司 
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*
一枚の原稿用紙 

一冊の本へ 

・担任との出会い 

・ふれあいペアとの出会い 

・運動会の前後 

・日ハム選手との交流 

・滝野宿泊学習 

・１０周年記念式典 

・学習発表会の前後 

・卒業式の前後 

・進級に向けて 

・「のどがかわいた」 

   →感想 

・「生き物は円柱形」 

   →筆者の考えに対して 

・「百年後のふるさとを守る」 

   →伝記を読んで 

・「次への一歩」 

   →委員会の活動報告書 

・「豊かな言葉の使い手になるためには」 

   →調べたことを文章に 

・「グラフや表を引用して書こう」 

   →総合的な学習 

    「ＳＴＯＰ！地球温暖化」 

・「わたしたちの○○改造提案」 

   →学校生活や委員会活動から 

 

学
習
し
た
こ
と
を
使
う 

学
習
し
た
こ
と
が
次
の
学
習
で
生
き
る 

 
 
 
 
 
 
 

生
活
場
面
で
使
え
る 
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自分で選んだ伝記を読む 

人物のすごい
ところを探す
→自分の生き
方を考える 

魅力１ 

悩みや迷いを 

もって生活 

魅力２ 

人生の危機を
乗り越える→ 

筆者が感動 

魅力３ 

目標が生まれる 

生き方を考える 
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見通しをもつ 

•読書経験を話し合う 

•人物のすごいところを見つけよう 

伝記の特徴
をとらえる 

•人物・時代・場所・出来事 

•文章構成 

詳しく読む 

•気に入った言葉や行動 

•筆者の考え 

自分の考え
を書く 

•共通教材での学習を生かして 

思考力・判断力・表現力 



「百年後のふるさとを守る」③ 
～子どもの作品から～ 

 
 

フ
ァ
ー
ブ
ル
を
読
ん
で 

  

ぼ
く
が
読
ん
だ
伝
記
は
フ
ァ
ー
ブ

ル
と
い
う
人
に
つ
い
て
の
伝
記
で
す
。

フ
ァ
ー
ブ
ル
は
一
八
二
三
年
に
南
フ

ラ
ン
ス
の
サ
ン
・
レ
オ
ン
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
（
中
略
） 

 
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
す
ご
い
所
は
、
昆

虫
記
と
い
う
昆
虫
に
つ
い
て
の
本
を
、

三
十
年
か
か
っ
て
全
十
巻
出
版
し
た

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
（
中
略
） 

 

ぼ
く
が
気
に
入
っ
た
言
葉
は
、

「
わ
た
し
は
生
き
た
虫
を
研
究
し
て

い
る
の
で
す
。
」
と
い
う
言
葉
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
ふ
つ
う
虫
を
研
究
し
て

い
る
人
は
、
虫
を
か
い
ぼ
う
し
て
研

究
し
ま
す
が
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
は
め
っ

た
に
虫
を
こ
ろ
さ
な
い
で
、
虫
を
し

ら
べ
お
わ
る
と
、 

「
さ
よ
う
な
ら
。
お
し
え
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
」 

と
言
っ
て
あ
げ
る
の
が
い
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。 

 

ぼ
く
も
、
フ
ァ
ー
ブ
ル
の
よ
う
に

何
か
に
興
味
を
持
っ
て
、
い
ろ
い
ろ

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

自分と
関連 

すごい
ところ 

好きな
言葉 

時代 

場所 
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「百年後のふるさとを守る」④ 
～子どもの作品から～ 

思考力 
判断力 
表現力 

人物の生い立ち
や人物関係から

考える 

自分と 

  関係付け 

時代背景 

から考える 

「百年後のふるさとを守る」の学習を生かして 

好きな言葉
や行動 
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教科書の例から
構成を学ぶ 

委員会活動について
グループでまとめる 

報告書を読み合い、
意見を交流 

思考力・判断力・表現力 



*
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*
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次への一歩 活動報告書② 
～子どもの活動から～ 

その後の委員会活動  
の活性化 

学年での活動の 

      活性化 
10 



*

11 

「豊かな言葉の使い手」のイメージから自分の課題
を決める。 

課題について調べたことをノートに、大体の内容
を画用紙にまとめる。 

まとめたことをもとにグループで討論する。 

討論の仕方について話し合う。 

思考力・判断力・表現力 



豊かな言葉の使い手に   なる
ためには② ～子どもの活動～ 

・敬語を正しく使いたい 

・人を傷つける言葉を使 

 わない           

・人に伝わる話し方を 

委員会で実際に使う 
→「丁寧でいいね」と言わ 
  れた！ 

インターネットや本の他
に校長先生や家の人にイ
ンタビューをして調べる 

普段の自分の話し方をより
よいものに変えたい 
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•友達、将来の自分、親、教師など相手がいると考え
ることが増える。 

•相手からの返信がさらに考えるきっかけになる。 

誰に 何のために書くか 

•学習したことを使う場を作ることで、主体的に考え、
「わかった」「できた」という実感が生まれる。 

•「どうやるのかな」という方法を意識する姿が生まれる。 

学習したことを実感 

•思考力などの育成につながる学習活動、言語活動に
なっているかを吟味することが必要。 

思考力・判断力・表現力との関連 



*
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北海道国語教育連盟 冬の研究交流学習会 

札幌市立百合が原小学校 鈴木 浩司 

ご清聴ありがとうございました。 


